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1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－1  
相川金銀山  
相川町大字諏訪町47－1  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
竪坑道  
45 x 130 
諏訪間歩  
Ⅹ226088．3044 Y－21870．2937  
上部より土砂が滑落して坑口を塞  
ぎ僅か見える。深さは計測できな  
い。  
県道スカイラインの諏訪町北側に  
濁川が深く（溺れ谷）流れ、川床  
約4m上がった右岸急斜面の雑木  
林。  
ゴールデン地図  
南澤疏水道掘削の際に、竪坑として  
掘削し川床の下を通ってるという   
斎藤本恭、上林章造、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
恥．1－1－1（関東）  
相川金銀山  
相川町大字五郎右衛門町25  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
（浬滅）   
関東間歩  
Ⅹ226196．9077 Y－21742．3376  
関東稲荷社の社地となっているの  
で、整地され坑道は見当らない。  
五郎右衛門町でスカイラインの北  
側の斜面で道路面の平地には、廃  
寺称名寺跡で墓地があり、その斜  
面の中段にある。   
ゴールデンの間歩資料にのってい  
る  
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
－ 35 －   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－2  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
水平坑道 （観光用に使用）  
縦210×横220  
角行坑  
Ⅹ226534．5139 Y－21524．3358  
釜の口は補修されて、前の鉱単に  
鉱石を積載してレール上に置かれ  
ている。（観光用）   
県道スカイラインの脇、高さ2．5m  
直ぐにみえる。  
ゴールデン地図  
岩木文庫  
開坑 不明  休 不祥  
再開 明治2年   
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－3  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
斜坑道 南東向  
縦190×横210  
角行坑の通洞  
Ⅹ226635．4515 Y－21469．6412  
坑口は上部の土砂が流れ落ちて、  
堆積して中にも溜まっている。   
中尾の沢口を県道から上がると北  
側の急斜面の下部岩盤に、坑口が  
開いている。  
ゴールデン地図  
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
ー 36 －   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
）hl－4  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 斜坑？  
縦94×138 南西向  
Ⅹ226648．9774 Y－21458．9702  
上部表土等が滑落して坑口は半ば  
塞がり、シダ等の雑草で覆われて、  
上部の岩盤が露出している。   
ゴールデン佐渡前カーブから中尾  
沢を15m程上り、水路を右に渡る  
と目線の高さに坑口を見出すこと  
ができる 。1－3から見定めるこ  
とができる。  
ゴールデンの地図には、坑口の記  
号は有るけれども間歩名はない。   
斎藤本恭、上林章造、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－5  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 南東向  
縦145×横230  
中尾間歩  
Y226658．8533 Ⅹ－21469．4784  
坑口は安全柵として、木柱を建て  
横木を渡した柵であるが腐食して  
一部崩れている。前面に広いテラ  
スがあったと見られるが、水害で  
洗出している。  
県道から中尾の谷沢を約250m登っ  
た地点である。坑口は上部の岩盤  
が露出し斜面は急勾配である。  
ゴールデン地図   
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
－ 37 －   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－6  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 北向 水平坑道  
縦50×横200  
Ⅹ226673．9603 Y－21453．2314  
上部は急峻の斜面で表土が剥離し  
坑口を塞いでいて、中まで埋まっ  
ている。坑道内は確りしているの  
で崩れていない。  
封鎖の杭が残っている。   
谷間の流れが、滝状になっている  
ところを迂回して、南斜面に坑口  
を開けている。  
ゴールデン地図   
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
、1  ▲′‘．  
‾■）‾   
∴／ご．・   
1  
■、ノく   
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－7  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 南西向  
縦220×横1050  
中尾間歩本坑  
Ⅹ226767．2079 Y－21389．9586  
雑木で侵入防止柵を施しているが  
腐食が激しい、岩盤は確りしてい  
る、幅が広いのは坑口が剥離した  
ものとみられる。  
川の流れは、ズリの下を通ってい  
る。相当広いテラスも水害で流失  
したらしい。谷間を塞いだ廃石。  
右上は植林されている。  
ゴールデン地図  
岩木文庫  
開坑 元和3年 休 二度（年不祥）  
三坑 文化13年再開   
斎藤本恭、上林章造、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
－ 38   








































































1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－68－1  
相川金銀山  
相川町大字銀山町1－2  
48  1：5000  
相川町  
国指定  
平成11年11月8日  
近現代  
露頭掘  
縦74mX横30m  
道遊ノ割戸  
Ⅹ226496．4069 Y－21263．9800  
相川鉱山象徴で山が模型に断ち割  
られている。下部は現代の掘削で  
ある   
相川山の巨岩山が茶褐色に露出し  
た裏側にはタヌキ穴と呼ばれる坑  
道が無数に見られる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道  
ll両面m  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NG2－2  
相川金銀山  
相川町大字銀山町1－1  
48  1：5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道（地震計）  
縦230×横250  
Ⅹ226425．7055 Y－21275．7925  
廃坑を再利用して、測候所の地震  
計が設置されている。扉や坑口は  
改修されている。   
道遊の割戸下から、上水道の浄水  
場へ通じる道の中間。前下には右  
沢の水が流れている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道  
－111－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－30  
佐渡金銀山  
相川町大字上相川  
48  1：5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
火薬庫  
縦65mX横54m  
X226198．4983 Y－20962．7558  
コンクリート作りの壁面が残って  
いる。屋根は落ちてない。5棟分   
上相川町の奥部分で掘削して整地  
され、1棟ごとに周りに土盛し防  
護されている。   
1号棟  5．6×5．6m  
2号棟  9．6×5．6m  
3～5号棟  5．6×9．7m   
斎藤本恭、上林草道  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
石見  
第2匡】火薬庫と土塁配置国  
叫  
川      ～OJ¶ 」 ： ：  二  ！  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
No．2－31  
相川金銀山  
相川町大字上相川1  
48  1：5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
大山祇神社跡  
Ⅹ226225．8556 Y－20925．0940  
参道石段、灯篭、石磨等がのこる   
上相川川の西で東には高い岩山が  
ある。春日暗まで展望できる。  
・・J・・一・‾－‥  
皿   
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
???
．???
■  
??（「??
斎藤本恭、上林草造  
・・．てn．■；∵・．－‾、’■  
、Jく凍ノ卑称  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－201  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－1  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 崩落   
一番坑  
Ⅹ242195．1264 Y－9936．7439  
南東向き斜面に岩石が、雪崩状に  
散乱している。下部にズリのテラ  
スがある。   
小野見川の発電所の取水口から  
50mで、分岐した左沢を130m登っ  
た左斜面の、川道から5m程離れ  
た雑木林下部。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－202  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－1  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道  
縦220×横120×探300  
Ⅹ242170．9199 Y－9893．3958  
急右斜面（1－201の向かい）で  
川道から3m上がった位置に、狭  
いテラスの左右に石積みが残り、  
土砂が堆積しているが坑口上部は  
見える。中には水が溜まっている。  
谷間を挟んで1－201から振返る  
と、黒い岩盤の所に、坑口を覗か  
せている。  
∴ ．   ニ．ニ、二  14．立  地  ?????
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、斎藤幸作  
－113－   
1．調査記号番号  
2，鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
pぬ1－203  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦200×横180  
五番坑  
Ⅹ242200．1179 Y－9594．1404  
坑口の前面左右に高さ170×520の  
石組みが残り、釜の口の坑木が残っ  
ている。落石によって破損してい  
るため、湧水が激しく石積みの間  
は水路となっている。前のテラス  
は大量のズリである。   
背面は断崖で高い岩盤である。樹  
木も疎らで小さい。左脇の川道は  
水量も豊富である。   
案内者斎藤さんは昭和初期に鉱石  
の搬出に従事した体験を語ってく  
れた。   
斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ihl－204  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道  北向き  
Ⅹ242218．4136 Y－9521．5104  妻  
上部の岩盤が崩落して、溝状になっ  
ている。奥壁の下に僅か、坑口が  
見える。   
1－204から川道に沿って10m程  
上り、南側斜面は草木が無く、岩  
盤が見える。崩落による岩石が、  
ごろごろしている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、斎藤幸作  
ー114－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－205  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 崩落  
（計測不可）  
Ⅹ242202．7772 Y－9490．9696  
岩盤の脱がやや傾斜した下側に坑  
口があり、石で封鎖されている。   
南側の斜面は、断崖状になってる、  
その中段に坑道が見える。前面は  
水害で削り取られたらしい。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－206  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 北西向き  
（計測不可）   
Ⅹ242186．0446 Y－9696．6334  
坑道が落盤によって、埋没したと  
見えて低くなっている、前面に石  
積みが残り、湧水が流れ出ている。   
水路に而していて、石積みが左右  
に残り、陥没した坑道から、湧水  
が流れでいる。ナラ、トチ、カ、エ  
デ等の樹木が斜面に繁茂してい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
－115－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－207  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－1  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 南東向き  
縦60×横30  
Ⅹ242211．3607 Y－9903．8195  
坑口の岩盤は白色で目立つが、樹  
木は生い茂って、坑口を隠してい  
た。  
岩盤の脈が縦に走っているのに  
沿って、掘削したと見える。土砂  
が堆積しているため、坑口は僅か  
しか確認できない。   
北側の急斜面の背面は、断崖で高  
い岩盤である。川道から約4m程  
離れている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－208  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－1  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦120×横90  
Ⅹ242158．4385 Y－9923．0621  
斜面上部からの土砂が流れこみ、  
坑口は僅かしか開いていない。   
南側斜面の1－202に隣接してい  
るが、前面は水害で流失したらし  
い。川道から約3mあ上がってい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
－116－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ihl－209  
入川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡連常蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦180×横200×深約1000  
水本坑  
Ⅹ240061．3173 Y－12951．4319  
坑口付近は、土砂が堆積していて  
斜めになっているが、内部はよく  
残存している。また内部には坑木  
が残っている。約10m程で左右に  
分岐しているように見える。   
高ズコウ山の北東斜面の中段に、  
山を取り巻くような山道が通じて  
いる、その脇に直ぐ見える。  
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14．立  地  
■   
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???15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
ー????＝???
2  ′  ／ ／  シ  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
て‾－・－∴ －ナ  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－210  
人川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡遵常蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦200×横160  
水本坑  
Ⅹ240077．6552 Y－12968．0530  
斜面上部からの土砂が坑口に堆積  
しているが、坑内はよく残ってい  
る。  
内部には縦坑木が残っている。   
1－209の右斜め上の斜面に残っ  
ている。山道から約6m程あがっ  
ている。付近には鉱石が散乱して  
いる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
－117－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－211  
入川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡遺骨蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道  
縦260 横180  
水本坑  
Ⅹ240083．7473 Y－12949．4212  
斜面に馬蹄形に陥没して草木が少  
ない。  
坑口はまったく見えない。   
高ズコウ山の東斜面で1－210の  
下で山道に面している。  
14．立  地  ?????
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫   ???
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－212  
入川鉱山  
相川町大字人川2639  
26  1／5000  
相川町 渡遺骨蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
水本坑  
Ⅹ240074．0903 Y－12950．0331  
坑道前面の左右に石垣がのこる  
が、坑口は崩落して■いるので見え  
ない。   
斜面の中段、1－209と1－211の  
間にあって、レベルもほぼ同じ。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
??
???‥??
－118－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－10  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－7  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
取水堰  
Ⅹ242139．0997 Y－10180．1489  
水力発電の取水口跡のコンクリー  
ト堰で、水害で破損したままになっ  
ている。  
小野見川上流で、分岐点から下  
30mで川が臭っすぐになった地  
点。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、斎藤幸作  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－11  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－2  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
建造物跡 選鉱場跡  
縦20mx横18m  
Ⅹ242221．3132 Y－9622．2810  
石垣が二段になっている。左側の 戦  
士留め石垣、コンクリート水槽、  
土台等が残っている。   
1－203の川道を越えた北側で、  
水害で一部土砂の堆積、削減され  
た部分がある。  
14．立  地  
．′・し 丸   
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
－119－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα2－12  
入川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡通常蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
作業所跡？  
縦11mX横5m  
X240096．7954 Y－12937．5134  
山道に沿って平坦になっている、  
斜面の高いほうに幅約11mの石積  
みが残っている。   
高ズコウ山の北東斜面の中段に、  
山を取り巻くような山道が通じて  
いる、その道添いである。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－213  
立島鉱山  
相川町大字北川内1798－1  
26  1／5000  
相川町 白川正男 本間正男  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道 北西向き  
（計測不可）   
Ⅹ239795．4370 Y－13614．8394  
ズリのテラス5mX8mその奥  
に、石組みが左右に残っている。   
林道工事の終点に小川ある、その  
流れに沿って約20mのぼった地点  
の右側。  
14．立  地  ′・■－▼1  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫   
－120－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－214  
立島鉱山  
相川町大字北立島1113  
26  1／5000  
相川町 堀川市太郎  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
Ⅹ239804．2309 Y－13608．8093  
小川に面して大きな岩の下にある  
が岩の崩落によって、坑口は塞がっ  
ている。  
1－213の向かいで小川の流れに  
接近しているが、小川にも大きな  
岩がごろごろしている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NQl－215  
立島鉱山  
相川町大字北川内1798－1  
26  1／5000  
相川町 白川正男、本間正男  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
露頭堀？  
縦340×横200  
Ⅹ239801．7504 Y－13676．3705  
試掘したのか付近に、石英と鉱石  
が転がり低くなっている。   
断崖状の約30m上のなだらかな斜  
面に、掘削した跡が見える。雑木  
林も樹木が疎らであり、下の集落  
まで眺望はよい。  
14．立  地  
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15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
ヽ1  
、 ヽ＋ヽ ヽ ▲ t、ヽ－ ‥  ● ●  
ー121－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－216  
立島鉱山  
相川町大字北川内1798－1  
26  1／5000  
相川町 白川正男、本間正男  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
縦10mx横2m  
X239807．6176 Y－13706．9590  
斜面に沿って10×2mの溝状に、  
陥没したようになっていて。  
低いほうには掘削された岩石が、  
多く見られる。   
1－215と同じ斜面で10m程離れ  
た位置  
㌧??‥?．??????．?????????????
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14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
「－ヱ叩‾‾‾→  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－217  
立島鉱山  
相川町大字北立島1160  
26  1／5000  
民 相川町北立島 渡辺 惇  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道 北西向き  
Ⅹ240322．8774 Y－13544．6613  
斜面が滑落しているので凹しか見  
えない。   
高ズコウ山の北西、小沢北側急斜  
面で流れから4m上がっている。  
14．立  地  
、、∴  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
??，????
?．?
???????
??
????．?
1．調査記号番号  
2．鉱．山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－218  
立島鉱山  
相川町大字北立島1325  
21 1／5000  
公 相川町北立島 共有  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ240473．2140 Y－13482．7563  
斜面上部が滑落しているので、坑  
道は見えない。  
新しい林道から植林を通り抜けて  
小澤を登ると、谷を堰き止めた様  
になっている左上の小谷間。  
14．立  地  
＼→、＼ノ／′／′  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－219  
立島鉱山  
相川町大字北立島1325  
21 1／5000  
公 相川町北立島 共有  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ240503．6307 Y－13463．9062  
ズリの広いテラスが前にあって、  
坑口は塞がっている。倒木が多い  
ので写真撮影ができない。   
1－218の一段上で谷間の広がり  
はじめるところ、松雑木の混じっ  
た自然樹林。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
－123－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－220  
立島鉱山  
相川町大字北立島1163  
21 1／5000  
私 相川町北立島 梶井一郎  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ240445．5853 Y－13500．7874  
谷の右斜面で前面はズリが谷を堰  
き止めて、約3m幅で落ち込んで  
いる。  
坑道上部が、陥没したと見られる。   
高ズコウ山の西谷間で、林道から  
約300m上った右斜面。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－221  
立島鉱山  
相川町大字北立島1198  
21 1／5000  
民 相川町北立島 宮越春蔵  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦180×横210  
Ⅹ240633．1917 Y－13813．4199  
土嚢で封鎖してあるが、上部が開  
いている。更に杭で塞いでいる。   
林道下の沢を約200m下がると左  
岸の斜面に、山道が斜めに通じて  
いる傍にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
?????????
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
ー124－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－222  
立島鉱山  
相川町大字北立島1197－1  
211／5000  
公 相川町北立島  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道  
縦170×横180  
Ⅹ240675．3318 Y－13861．4136  
坑口は左右から土砂が堆積してⅤ  
字になっている。坑道の内部はしっ  
かり残ってる、坑木も奥に見える。   
北立島川支流の、北側急斜面の中  
段で雑木林、向かいにはアテビの  
植林がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
い、   
や‾【－Ⅶ－ ＝粥〉 岬脚‾‖‾→  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12，位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－223  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦100×横100  
Ⅹ240716．9230 Y－13919．6633  
坑口には上部まで土砂が堆積し  
て、僅かに穴が見える。  
川道から約25m斜面を上がった中  
段で、下から見えない。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
・－－  ト    ー   
－125－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－224  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常歳 他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦50×横70  
Ⅹ240718．7391 Y－13933．1444  
坑口は土砂で埋まって上部の岩が  
白く、その下に横長に開いている。   
斜面中段で、1－223に隣接して  
いる  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5，土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－225  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
民 相川町北立島 宮越春蔵  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦150×横200  
Ⅹ240725．0004 Y－13970．1048  
土嚢で完全に封鎖されている。前  
庭は狭く下は急斜面で危険。   
川道より約10m上がった北側急斜  
面の岩盤。1－226と1－228の間  
にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
－126－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－226  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦140×横120  
Ⅹ240709．8364 Y－13958．4277  
坑口には右側から土砂が流れこむ  
ように堆積している。岩盤の縦脈  
」こ沿って掘眉虹しているe   
北立島川の支流の北側急斜面の中  
段で、雑木林であるが樹木の成長  
は良くない。つまり表土が少なく  
岩盤である。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
←lコロ→  
丁二調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－227  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦15mX横2．5mX探？  
Ⅹ240736．3692 Y－13956．0537  
露頭掘りで次第に拡張していった  
感じであるが、深い部分は狭くなっ  
ている。中間には坑木を横に渡し  
ているが見える。   
尾根道が上にあって危険な感じで  
ある㌔川通力㌻らはⅠ名mほど上がっ  
ている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
ー127－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13，現  状  
Nnl－228  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵 他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦160×横80  
Ⅹ240727．9746 Y－13996．8501  
急斜面に立ち木が、横に這うように  
なっていたので、見落とすところで  
あった。坑口に土砂が、堆積して  
いて前面が狭い。   
急斜面中段で、岩盤の崩落激しい。  
川道から約4mあがっている。  
1－225の左下になる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
t【一㌧－・■′  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－229  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
民 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦40×横60  
Ⅹ240750．9190 Y－14057．6458  
坑口には左側から流れこむよう  
に、土砂が堆積している。  
上部の一部が落盤している。   
坑口の前面に放射状に崩落した、  
土砂が流れ出たようになってい  
る。上部は岩盤の急斜面。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
←・・・・－・如ニヰ  
－128－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
」4ト立地  
Nnl－230  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
私 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道？ 南向き  
縦350×横230（陥没）  
Ⅹ240753，9800 Y－14069．4579  
斜面に馬蹄形に落ち込んでいる。   
l－ごごり■丹lり‖」こ二l：11づ二l＿一二い：：．  
上からの土砂も多く、岩盤は露出  
していない。  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
t．調査言己号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1＝23ユ  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
私 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 西向き  
Ⅹ240767．0648 Y－14051．2797  
右側に岩盤が大きく露出していて  
その左に、ズリで埋まったように  
なっている。坑木の天井と思われ  
る横木が残っている。   
1－230の上にあって、急斜面の岩  
盤が露出している1石下にあるい  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
ー129－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－231－1  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
私 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 北北西向き  
縦180×横220×奥行300  
Ⅹ240783．2987 Y－14044．2807  
坑口は岩盤が堅いので確り残って  
いる。1．2m入った右壁に127×144  
穴に石で丁寧に封鎖されている。   
稜線先端の急斜面で北西の風を受  
け樹木も低く展望がよい。Nα231  
の5m上。  
‰  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－232  
立島鉱山  
相川町大字北立島11921193  
21 1／5000  
民 相川町北立島 小松秋雄 堀川サヨ  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
（計測不可）  
立島本坑  
Ⅹ240779．3713 Y－14109．5454  
集落の簡易水道水源地として、取  
水している。  
坑口は埋められて低くなってい  
る。   
川道が少し右蛇行している。対岸  
は杉の植林がある。   
案内者によると、本坑道で入川坑  
道まで通じているという。   
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
ー130－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－233  
立島鉱山  
相川町大字北立島1190  
21 1／5000  
私 相川町北立島 山本元治  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道？ 西向き  
縦230×横220（陥没）  
立島坑  
Ⅹ240808．2305 Y－14141．7348  
坑口左右割石コンクリートで固め  
ている。内部もコンクリートで整  
えられている。坑口は土嚢が半分  
ほど積まれている。   
右岸急斜面低部で川道から3m離  
れている。   
坑口正面には銅版のプレート匡重囲  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
内壁面  本坑17号  
昭和9年12月  
が入っている  
斎藤本恭、上林草道、本間保夫  16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－13  
立島鉱山  
相川町大字北立島1194  
21 1／5000  
私 相川町北立島 寛 一郎  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
石組  
Ⅹ240757．8753 Y－14099．5032  
廃石を利用して石組が不定形に積  
まれている、土砂止めにつまれた  
ものか  
斜面下部で河川に近い。  14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
・やJノ稼プ・三  
■ 
′一一－ ：ク∴∵．ン′．二  
－・十l．．  
・十・ふナ・ご．了F  ・⊥・  
－131－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nq2－14  
立島鉱山  
相川町大字北立島1192  
21 1／5000  
私 相川町北立島 小杉茂利 他  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
施設跡  
Ⅹ240817．4747 Y－14178．7972  
コンクリート土台、水槽等が残っ  
ている。選鉱場跡。   
立島坑17号の下側、川を挟んで対  
岸には鍛冶場跡の石垣が残ってい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
No．2－15  
立島鉱山  
相川町大字北立島1205  
21 1／5000  
民 相川町北立島 梶井昌博  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
鍛冶場跡  
縦10mX横12m  
X240799．4438 Y－14183．0232  
整地のための石垣が残っている。   
川道左岸に面しているので石垣で  
固めている。杉の植林が施されて  
いる。  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
－132－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NG2－16  
立島鉱山  
相川町大字立島1210～1211  
21 1／5000  
私 相川町立島 宮越久子  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
沈殿槽  
縦1560×横880  
Ⅹ240970．4634 Y－14342．5401  
長方形の水槽の長方形の上部が、  
露出している、内部は土砂が堆積  
している。  
川道の左岸で斜面の下部。   
案内者の話 鉱山の精練で汚泥が  
下流に洗出して、住民からの苦情  
を受けて、鉱山が作った沈殿槽。   
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
、?
????
??
???
、??
16．調 査 者  ??
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nd2－17  
立島鉱山  
相川町大字北立島1233  
21 1／5000  
私 相川町立島 本間保夫  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
変電所、事務所跡  
縦30mx横30m  
Ⅹ241136．1392 Y－14225．1797  
松林の中にコンクリート土台が残  短  
存している。   
ダム左上の左右に小沢が入り込ん  
だ舌状台地上の平坦面。松雑木混  
じり林。  
14t 立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
や  
¢  
′㌔   
ー133－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  〕犬  
Nα2－18－A  
立島鉱山  
相川町大字立島1230  
21 1／5000  
私 相川町立島 渡辺仁作  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
ウインクラインの跡  
縦20×横20m  
X241160．0804 Y－14290．9582  
大きな土台コンクリートが中央、  
四隅に残っている。   
立島川の北側舌状台地の先端で、  
変電所跡に隣接した、高台で視界  
が広い。下にはダムがある。  
14．立  地  
rカFLT →  
ロ  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  0  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  斗7β  
＿  ＝  ロ←Fl。  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－234  
人川鉱山  
相川町大字入川2622  
26  1／5000  
民 相川町人川 樋口五郎吉  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦150×横300×奥250  
Ⅹ239960．5799 Y－12820．0963  
横が長いので、自然洞窟かと思っ  
たが前面に掘削岩が散乱してい  
る。  
入川砕石の西小沢を上り詰めて、  
西側急斜面。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
鎌田直治  
－134－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－235  
入川鉱山  
相川町大字入川2621－1  
26  1／5000  
私 相川町 樋口五郎吉 他7  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦170×横270  
Ⅹ240075．2622 Y－12777．2738  
天井はアーチ形で掘削は新しいよ  
うに見える、中にレールの枕木が  
残っている。   
小澤の西急斜面、坑口の前は崖と  
なっている。水害等で削られた可  
能性がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－236  
人川鉱山  
相川町大字入川2621－1  
26  1／5000  
私 相川町 樋口五郎吉 ノ他7  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦50×120m横  
Ⅹ240062．6261 Y－12782．5176  
坑口の上部岩が欠落して塞いでい  
る岩の聞から坑口が見える。  
1－235の通洞坑か？   
小沢の西急斜面で1－235の左上  
6mにあたる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
鎌田直治  
ー135－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－237  
人川鉱山  
相川町大字入川2821  
26 1／5000  
私 相川町人川 入川砕石  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦300×横200  
Ⅹ240426．6626 Y－12666．5249  
砕石現場の作業員によって、砕石  
で封鎖されている。   
砕石所の岩石を、採集する脇の谷  
間にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－238  
入川鉱山  
相川町大字人川2642  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦80×横80  
Ⅹ239230．4160 Y－11859．9696  
断崖の上の岩盤に坑口が開き、湧  
水が流れ落ちている。   
人川の支流白滝川の、立島用水路  
を越えて登り、川が分岐している。  
左急斜面の中段、水害で地滑りし  
て断崖になっている上。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
????
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
鎌田直治   
－136－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－239  
入川鉱山  
相川町大字入川2602－2  
21 1／5000  
私 相川町人川 近藤幸次  
無し  
平成13年3月24日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦170×横270  
Ⅹ242004．0062 Y－13508．5358  
道路に面して扇型に斜面にズリが  
ある。坑口は埋まっている。   
入川川に沿って走る両津・入川線  
に面している。河口より約2km上  
流の左岸の斜面下部。  
14．立  地  
?．??
?? ? ?
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－240  
入川鉱山  
相川町大字高千2628  
21 1／5000  
私 相川町高千 吉永森蔵  
無し  
平成12年12月24日  
近現代  
横坑道 南西向き  
Ⅹ242028．6959 Y－13333．0023  
急斜面で岩石の滑落が激しく、坑  
道は見えない。  
人川川の右岸で斜面下部の通路の  
上で、河口より約2100m上流。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貰海  
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－137－   
1t 調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－241  
人川鉱山  
相川町大字人川2607－1  
21 1／5000  
私 相川町人川 仲田定吉  
無し  
平成12年12月24日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦180×横200  
黄金坑  
Ⅹ241714．1158 Y－13084．1978  
保存の為坑口工事中で、木製の扉  
を取り付け、釜の口化粧を施すの  
か補強材を支えている。  
内部の掘削は、荒い凹凸である。   
人川川沿いの、県道脇斜面で路面  
から約10m上がっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－242  
入川鉱山  
相川町大字入川2594  
21 1／5000  
民 相川町人川 仲田真一  
無し  
平成12年12月24日  
近現代  
Ⅹ241708．9399 Y－13092．9709  
石積みが残っている、付近にズリ  
がある。坑口は見えない。   
1－241の斜面うえになる、斜面  
は水路が走っているので、更に上  
で岩石がごろごろしている。  
14．立  地  ??????
??????????????????
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  
?㌧?
??】?????ル 
斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
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ー138－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
†hl－243  
入川鉱山  
相川町大字人川2640－6  
21 1／5000  
公 相川町人川 高千村  
無し  
平成13年3月24日  
近現代  
横坑道 南西向き  
縦180×横180  
Ⅹ241164．4406 Y－12773．2792  
崖状の岩盤の下部に、掘削の粗い  
坑口を覗かせている。  
斜坑堀か。   
入川川の右岸の急斜面下部で、川  
道面から約5m上に位置してい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－244A  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1305－1  
30  1／5000  
私 相川町戸中 清水虎一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 南西向き  
Ⅹ235950．0694Y－18049．3394  
近辺にはズリが見られるが坑道は  
見えない。  
鹿野浦川河口より約1200mに砂防  
堰堤がある、そこからやや下流左  
岸に小沢があるその人り口東斜面  
下部。近くまで作業道がある。  
14．立  地  
??
‥??????????????????????
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－139－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－244  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1303－5  
30  1／5000  
私 相川町戸中 瀬下静男  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
（計測不可）  
四番坑  
Ⅹ235860．3281 Y－17685．5515  
上部岩盤の崩落によって、坑口は  
塞がっている。坑木の縦木、横木  
が見える、前面は低く溝状になっ  
ていて湧水が流れている、茶褐色  
の泥が溜まっている。   
鹿野浦川の河口から約1700m上流  
の左岸斜面下部。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13，現  状  
Nql－245  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－8  
30  1／5000  
民 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦50×横100  
Ⅹ235806．4761 Y－17566．7303  
坑口は土砂が堆積して、上部が僅  
か開いている。   
左岸の急斜面の下部であるが、川  
道面から10mほど上がった、白い  
岩盤が露出したところで、前面は  
崖になっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
－140－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－246  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－8  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦140×横80  
三番坑  
Ⅹ235805．7554 Y－17544．6385  
黄灰色の岩盤に、傾斜鉱脈に沿っ  
て掘削した坑道で、幅はやや狭い  
が深い。横坑木が残っている。   
左岸急斜面の中段で、白灰色の岩  
盤が露出している。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－247  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1303－3  
30  1／5000  
私 相川町戸中 加藤幸成  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦100×横60  
Ⅹ235807．7809 Y－17594．6360  
坑口は土砂が堆積しているので、  
覗き込むような坑道。  
湧水がある。   
左岸急斜面中段。川道面から7m  
上がっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－141－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－248  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－8  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦45×横160  
Ⅹ235844．2324 Y－17483．4245  
坑口付近は、土砂の堆積で内部に  
流れこんでいる。粗い掘り方で不  
整形である。   
左岸急斜面中段で、前庭がなく直  
ぐ崖になっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－249  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－6  
30  1／5000  
民 相川町戸中 有田英一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦140×横200  
二番坑  
Ⅹ235852．9515 Y－17429．6302  
坑口は土嚢で封鎖されているが、  
上部は開いている。  
水草繁り、湧水がある。   
左岸の急斜面の中段で坑口の前  
は、断崖となっている  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－250  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1301－4  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦190×横160×奥約1000  
一番坑  
Ⅹ235853．8304 Y－17392．2406  
坑口の上部の一部が崩落して、堆  
積しているが奥まで見える。   
左岸に支流があって水量示轟音モ  
滝になって落ちている、脇の断崖  
中間にあって危険である。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
lJ＝ 一ノ．、．・  
＋「調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
圭kL＝25ユ  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1301－3  
30  1／5000  
私 相川町戸中 清水 清  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦90×横45×奥約300  
Ⅹ235854．8059 Y－17378．2808  
坑口付近は崩落して水害で流失し  
てしまってぼっかり、開いている。   
左岸の支流で水勢が激しい、急斜  
面中段の東側。  
14．立  地  
ー??
?．、??
15ニ参考資牒斗  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－143－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－252  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1301－4  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦80×横70  
Ⅹ235844．6243 Y－17378．5757  
坑口の前庭がなくて、木の根に足  
をかけて観察するありさまで容易  
でない。上部から崩落と下部の流  
失によるもの。岩盤ももろい。   
左岸急斜面中段で、前面がなく直  
ぐ崖になり水流がある。1－251  
と向い合っている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8，時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－253  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－6  
30  1／5000  
民 相川町戸中 有田英一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦110×横60  
Ⅹ235852．1320 Y－17410．3444  
坑口は土砂が堆積している、上部  
の岩盤は確りしている。水が上面  
から落ちているので付近は水草繁  
る。  
左岸の急斜面の中段で坑口の前  
は、断崖となっている  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
ー144－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－254  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2112－4  
35  1／5000  
国土交通省  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦230×横205  
半三坑 1  
Ⅹ232268．226 Y－19596．664  
坑口は石をコンクリートで固め、  
封鎖されている。  
上部斜面に陥没がある。   
北秋川本流右岸、現在砂防堰堤新  
設工事中。付近一帯樹木は伐採さ  
れている。堰堤から約50m上流で  
堰堤が完成すると水没する高さで  
ある。   
一年後確認に行ったら、コンクリー  
ト吹き付けで見えない。   
斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
ml－255  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2165  
35  1／5000  
私 北見道明  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北東向き  
縦200×横190  
半三坑 3  
Ⅹ232335．983 Y－19434．739  
坑口は石で封鎖されている。   
右岸の支流（谷）を約250m上っ  
て左に水がしたたる凹を登り、左  
急斜面の中段にある、  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－256  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2114－1  
35  1／5000  
私 相川町 北見利行  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦50×横60  
半三坑 2  
Ⅹ232297．638 Y－19488．274  
坑口は土砂が堆積して、上部岩盤  
の三角形部分が見えて、中を覗く  
ことができる。奥行は探そうであ  
る。  
1－255から50m下がって左側急  
斜面の中段に、岩が突起している  
その陰に坑道がある。坑口前は4m  
の絶壁状で迂回してたどりつく。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－257  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2114－1  
35  1／5000  
民 相川町 北見利行  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦160×横180  
Ⅹ232292．423 Y－19532．699  
坑口は土砂が堆積している。奥は  
見えないが探そうである。   
1－256から15m程さがると同じ  
斜面に広いズリが広がっている。  
ズリをよじ登ること15m右に坑口  
がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
－146－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－258  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2099－2  
35  1／5000  
私 相川町 斎藤幸太郎  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦180×横160  
Ⅹ232236．610 Y－19763．963  
坑口は石をコンクリートで固め封  
鎖されている。  
北秋川右支流、現在砂防堰堤新設  
工事中の下流100m。川道面から  
150cm上で近い。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、杉山澄夫   
●●′；▲ ’、J  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－259  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2105－4  
35  1／5000  
私 相川町 北見福蔵 他9  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北東向き  
縦200×横140  
Ⅹ232236．037Y－19797．649  
斜面の岩の間に陥没した凹が溝の  
ようにズリがあるその上部に坑口  
の一部が見える。  
封鎖した一部がある。   
1－258から20mくだった対岸斜  
面で川から4m上である。更に上  
部に通路がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、杉山澄夫  
－147－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－260  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2075  
35  1／5000  
相川町 KK近藤組  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
（計測不可）  
棚坂坑  
Ⅹ231889．575 Y－20376．947  
坑道前の左右の石垣の一部が見え  
るが、表層の岩石が崩落して埋まっ  
てしまい坑口は見えない。   
水田地帯の最奥から松林をすぎ  
て、急斜面に差掛ると、山葡萄の  
薮疎らの雑木林、石がゴロゴロし  
ている。  
14．立  地  
′   ・－ ∴             ．ノ  
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ヱ‡、ヱ：．v    ，l ＿∴．0  15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
′／／／  
：，も  斎藤本恭、上林章造、杉山澄夫  、－｝‘∵ち   
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1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－261  
小川鉱山  
相川町大字小川2228  
40  1／5000  
民 相川町 三浦市蔵  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦70×横50  
Ⅹ229886．877 Y－21364．551  
坑口は土砂が堆積している。坑道  
は狭く岩のすきまかと思った。  
前のほうは掘削されている。   
以前から用水路が開渠であった所  
を基盤整備事業で、暗渠になった  
ので通路となった。その通路わき  
に坑道が点在している。塗笠山北  
側斜面中段。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
池田満  
－148－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－258  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2099－2  
35  1／5000  
私 相川町 斎藤幸太郎  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦180×横160  
Ⅹ232236．610 Y－19763．963  
坑口は石をコンクリートで固め封  
鎖されている。   
北秋川右支流、現在砂防堰堤新設  
工事中の下流100m。川道面から  
150cm上で近い。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、杉山澄夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－259  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2105－4  
35  1／5000  
私 相川町 北見福蔵 他9  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北東向き  
縦200×横140  
Ⅹ232236．037Y－19797．649  
斜面の岩の間に陥没した凹が溝の  
ようにズリがあるその上部に坑口  
の一部が見える。  
封鎖した一部がある。   
1－258から20mくだった対岸斜  
面で川から4m上である。更に上  
部に通路がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、杉山澄夫  
－147一   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－260  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2075  
35  1／5000  
相川町 KK近藤組  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
（計測不可）  
棚坂坑  
Ⅹ231889．575 Y－20376．947  
坑道前の左右の石垣の一部が見え  
るが、表層の岩石が崩落して埋まっ  
てしまい坑口は見えない。   
水田地帯の最奥から松林をすぎ  
て、急斜面に差掛ると、山葡萄の  
薮疎らの雑木林、石がゴロゴロし  
ている。  
14．立  地  
／  
′ 
u           l、 しレ  
／  ／／                        】㌧．J       一三1・、÷も  い ■  
／ ／  15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
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斎藤本恭、上林章造、杉山澄夫   
一  一／一 ヽ  一   
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‾● ヽ  l‾  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－261  
小川鉱山  
相川町大字小川2228  
40  1／5000  
民 相川町 三浦市蔵  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦70×横50  
Ⅹ229886．877 Y－21364．551  
坑口は土砂が堆積している。坑道  
は狭く岩のすきまかと思った。  
前のほうは掘削されている。   
以前から用水路が開渠であった所  
を基盤整備事業で、暗渠になった  
ので通路となった。その通路わき  
に坑道が点在している。塗笠山北  
側斜面中段。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
池田満  
－148－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－262  
小川鉱山  
相川町大字小川2229  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦200×横85  
Ⅹ229877．812 Y－21350．526  
坑口は土砂が堆積していて僅か開  
いている、左壁面には岩盤が露出  
している。通路から約4m離れて  
いる。   
塗笠山の北側斜面。1－261より  
通路を30m程上った右斜面の下  
部。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治、  
池田満  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－263  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦150×横190  
Ⅹ229737．669 Y－21192．239  
坑口に若干の土砂があるけれど  
も、入ることも可能である。  
やや斜坑掘りか。   
塗笠山北側斜面通路（水路）から  
8m離れた斜面に、岩盤が露出し  
ているその下に、坑口が見える。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
．16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
池田満  
ー149－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－264  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
（計測不可）  
Ⅹ229772．623 Y－21225．538  
坑口は崩落によって封鎖されてい  
るので計測は出来ない。   
塗笠山北側斜面1－263から約  
10mほど東に進んだ、同じ高さく  
らいの位置。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
池田滴  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ihl－265  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
（計測不可）  
Ⅹ229747．003 Y－21213．464  
付近には石英、ズリが多く、掘削  
した岩石が転石している。  
坑口は確認できない。   
塗笠山北側斜面通路の上側に、岩  
盤が露出しているその下にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
池田満  
－150－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－266  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦30×横80  
Ⅹ229765．853 Y－21225．044  
坑口は土嚢で封鎖されているが、  
上部に空間ある。   
塗笠山の北側斜面通路（水路）か  
ら斜面を7m上がったところ。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、鎌田直治、  
池田満  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－267  
小川鉱山  
相川町大字小川2229  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦50×横50  
Ⅹ229781．620 Y－21227．648  
坑口は土嚢で封鎖されているが、  
土嚢が傷んで崩れそうである。   
塗笠山北側斜面通路（水路）から  
3m離れた斜面に岩盤が露出して  
いるその下に坑口が見える。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、鎌田直治  
池田満  
0  1m  
－151－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－268  
入川鉱山 白滝  
相川町大字入川2644  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年10月31日  
近現代  
横坑道？  
縦30×横120  
Ⅹ238477．8406 Y－11568．9075  
坑口には土砂が堆積している。奥  
は広く平である。  
石英が付近に多く見られる。   
入川川の支流白滝川の上流で流れ  
がなく凹んでいる。途中には大き  
な滝がいくつもある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－269  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字人川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道？  
縦160×横220  
Ⅹ238512．7029 Y－10780．6994  
岩盤が垂直になっている下に坑口  
があるのか、土砂で埋まって低く  
なっていて見えない。下には鉱石  
が散乱している。   
孫次郎川上流右岸の北西斜面中段  
の小さい沢状になっている所。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
－152－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－270  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道？  
（計測不可）  
Ⅹ238492．2771 Y－10763．5045  
石英質岩盤の真下に低く凹み掘削  
されている。下側にはズリが山の  
ようになっている。   
北向き斜面中段に高さ約15m周約  
10m程の若が、突っ立っている。  
その北側根部。岩の中程に掘り買  
いたような凹が見える。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貰海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－271  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
露頭掘？  
（計測不可）  
Ⅹ238470．2122 Y－10764．8663  
岩上部の平らな部分を掘り割って  
いる。岩盤を掘り出した岩石が下  
にごろごろしている。  
1－270から東側10m程離れた位  
置。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貰海  
－153－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
恥1－272  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年10月4日  
近現代  
横坑道  
縦190×横180×奥220  
Ⅹ238461．5912 Y－10767．0823  
南西向きの浅い掘削跡がある   
1－271の岩の南西側基部に、不  
整楕円形の試掘かと思われる凹が  
ある。  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－273  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代   
（計測不可）  
Ⅹ238616．1088 Y－10848．0453  
坑口と思われる溝状の凹と、石英  
の露出した岩山。   
孫次郎川とその支流との、三角州  
先端。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－274  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字人川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ238535．1983 Y－10838．4860  
岩石の中程に約2m准の陥没した  
ような凹がある。   
1－273の東側50mで三角州の、  
平坦部に岩石が堆積したところ。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
／．－▼一‾■一  ／  
斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
二  一声宍多士 一て・ ニJミi．   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－275  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
私 相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）   
Ⅹ230314．537 Y－19812．242  
斜面中段の大きな岩が左右にあっ  
て間が低くなっている。   
斜面には立ち木がなく、湿地性植  
物に覆われている中に岩場があ  
る。  
14．立  地  
?〞????
???
・●  15．参 考 資 料   
16．調 査 者  
，い、   
、久空、竿常亀           l．J  
r一′ トJ．一－   ・・、  
???
／ ／ 
／／  
／ノーノ  
斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
．■し■、∴・  
亡－  
．、′．．、ヽ  
二1  
l  
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－155－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－276  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
私 相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年10月4日  
近現代  
縦坑道 ？  
縦60×横60×探さ260  
Ⅹ230326．141 Y－19855．282  
円形の縦穴で底部は左に曲がっ  
た、横穴があるように見える。  
井戸状であるが、水はない。   
北向き斜面下部で、水路から5m  
離れている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Iぬ1－277  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
縦400×横450×深さ80  
Ⅹ230329．565 Y－19846．241  
西側に掘削した石がもりあがって  
いる、前面には溝が流れにむかっ  
て掘ってあり、奥壁は岩が3m程  
切り立っている。  
急斜面の下部で流れに近い。1－  
276に隣接している。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
－156－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－278  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
私 相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
露頭堀  
縦380×横320×探さ180  
Ⅹ230343．509 Y－19814．539  
摺り鉢状になっている凹である。  
水路に向って溝がある。  
露頭堀が陥没か？   
急斜面下部で流れに近い、カヤが  
生い茂ってたので見逃すところで  
あった。  
???
????
㌧?????
??
?????????
??????
???
????
??
??
14．立  地  
ノ佑  
ノイさ㌧・’  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
アワワ  
斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－279  
戸地鉱山 鵜の糞  
相川町大字戸地1329  
35 1／5000  
三菱金属鉱業㈱  
無し  
平成13年11月8日  
近現代  
横坑道 南西向き  
縦120×横260  
Ⅹ232010．233 Y－17172．514  
流れより2m上がってテラスがあ  
る、その斜面に坑口がある。奥は  
向って右に曲がった坑道か。   
戸地川支流の第一発電所右取水口  
から400m上流右岸斜面下部（半  
日がかりでたどりつく）  
14．立  地  
J レ  
・－J ■ i・′′′   
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
山本平一  
－157－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－280  
戸地鉱山 鵜の糞  
相川町大字戸地1329  
35 1／5000  
三菱金属鉱業㈱  
無し  
平成13年11月8日  
近現代  
横坑道  
縦110×横240  
Ⅹ231748．907 Y－16926．112  
前面左右に石垣築き、坑口から左  
に曲がった坑道、川に接近してい  
るので水が溜まっている。   
1－279から400m上流に向かっ  
て、いくつかの滝を越えて上り詰  
める。川原は大きな石で流れがい  
く筋にもわかれているその奥の右  
岸。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
山本平一  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－281  
戸地鉱山 鵜の糞  
相川町大字戸地1339  
35  1／5000  
三菱金属鉱業㈱  
無し  
平成13年11月8日  
近現代  
縦150×横210  
Ⅹ231742．263 Y－16937．111  
川の傍で岩が切り立っていて、計  
測もままならず、やっと坑口を確  
認した。   
1－280の対岸で、レールの残骸  
がある、山本さんは機械が残って  
いたはずだといっていた。前面は  
水害で流出して変わったらしい。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
山本平一  
－158－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－282  
鹿野浦鉱山  
相川町大字南片辺1155－2  
30  1：5000  
相川町 大興寺  
無し  
平成13年11月7日  
近現代  
露頭掘？  
Ⅹ236764．6582 Y－17773．8265  
斜面が雑草におおわれているので  
確認が容易でない、岩石が積み重  
なったような石組みが見える。  
中ノ川と用水路との間で樹木でな  
く雑草、蔓植物におおわれている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
†b2－20  
鹿野浦鉱山  
相川町大字南片辺1155－2  
30  1：5000  
相川町 大興寺  
無し  
平成13年11月7日  
近現代  
建造物跡  
Ⅹ236773．9806 Y－17763．5317  
石垣が残っている、北側に岩石が  
崩れ落ちている。   
中ノ川と用水路との間で、川沿い  
に築かれている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
／ノ／フノ／■＼－′／  
－159－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－283  
戸地鉱山 カツコメ  
相川町大字戸中1142  
30  1／5000  
私 相川町 古土一郎  
無し  
平成13年11月14日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦100×横200×奥1000  
Ⅹ234448．446 Y－19507．801  
付近にはズリがあり、坑口は土砂  
が堆積しているが、確りした坑道  
である。   
第二発電所東側で車町の北側斜面  
中段。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－284  
戸地鉱山 カツコメ  
相川町大字戸中1142  
30  1／5000  
私 相川町 古土一郎  
無し  
平成13年11月14日  
近現代  
横坑道 南向き  
Ⅹ234453．611 Y－19553．718  
扇型に岩の間に広がったズリがあ  
る上から土砂によって坑口は埋没  
しているので見えない。   
戸地川の第二発電所東側の段丘斜  
面中段、発電所水路下  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4，地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα2－18  
戸中鉱山  
相川町大字北片辺2322  
30  1／5000  
相川町 北条和博  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
施設跡  
縦20mx15m横  
Ⅹ235851．9659 Y－17571．8517  
石垣が二段に別れて平坦になって  
いる。上段には確りした煙道をも  
つ木炭窯がある。   
川道が南側へカーブしている河川  
敷にやや平坦になってる。川を挟  
んで南側には1－245、1－245の  
坑道がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα2－248－1  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－6  
30  1／5000  
相川町戸中 有田英一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
施設跡  
縦1200×横800  
Ⅹ235862．9666 Y－17441．9392  
コンクリート土間とU字溝が残っ  
ている。   
川道左岸の河川敷で、坑道のある  
急斜面下で湿地の様になってい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－161－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NG2－19  
入川鉱山 白滝  
相川町大字入川2944  
NG27  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年10月31日  
近現代  
施設跡  
Ⅹ238739．7553 Y－11488．2133  
雑木林の急斜面に、自然石の石垣  
が残っている。土砂留めに築かれ  
たのか？  
谷の両側は急斜面で、崩落による  
岩石で埋まっている。岩石には苔  
が生えている。近辺は水性植物が  
多い。  
14．立  地  
二≠苧≠  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、近藤貫海、鎌田直治   
仁蟄．ノeゝ  
a  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6，指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－285  
二見鉱山  
准川l町大字二見（光蓮坊）274－1  
65  1／5000  
相川町 市野起夫  
無し  
平成15年1月13日  
近現代  
横坑道  
縦80×横110×奥850  
Ⅹ219774．401 Y－21394．747  
段丘斜面に、岩盤が苔むしている  
ぼっかり坑口が見える。  
前面は約1．8mはばの溝状になって  
る、その先にテラスが一寸ある。   
二見神社の裏手の段丘（50m）で、  
畑耕作されている縁辺の斜面であ  
る雑木林。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者 上林章造、鎌田直治  
－162－   
